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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
年
は
平
成
最
後
の
新
年
、
そ
し

て
５
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
新
元

号
の
元
年
に
当
る
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　
元
号
が
変
わ
る
こ
の
記
念
す
べ
き

年
を
本
町
が
将
来
を
見
据
え
た
力
強

い
第
一
歩
を
踏
み
出
す
契
機
と
な
る

年
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
平
成
26
年
に
日
本
創
生
会
議
が
将

来
の
人
口
減
少
に
よ
り
、
社
会
保
障

等
が
難
し
く
な
る
恐
れ
が
あ
る
自
治

体
を
消
滅
市
町
村
と
し
て
発
表
し
、

そ
の
中
に
本
町
も
含
ま
れ
て
い
ま
し

た
。

　
本
町
が
平
成
28
年
に
策
定
し
た
人

口
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
45
年
後
の
人
口
を

５
０
０
０
人
と
想
定
し
て
い
ま
す
。

本年もよろしくお願いします本年もよろしくお願いします
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高原町議会議長

ご
あ
い
さ
つ

12月
定例議会
12月
定例議会
12月
定例議会

　平成３０年１２月定例議会は、１２月１２日から１２月１９日までの８日間
の日程で開催されました。
　今定例会は、同意１件、承認１件、議案１３件の計１５件が当局より提出さ
れ審議されました。
　内容としては、一般会計補正予算（第６号）が主なもので、その他、議員の
給与に関する条例の一部を改正する条例、課設置条例等の一部を改正する条例、
高原町畜産振興資金貸付基金条例、農業委員会の委員の任命等が審議、採決さ
れ、そのほか、陳情２件、発議１件が審議されました。あらましあらまし

補正予算の主な内容

■承認第６号（一般会計補正予算第５号）

　○農業用施設災害応急復旧費（２８ヶ所）・・・・・・・・・・・・・・・・・・５００万円

　○公共土木施設災害応急復旧費（６１ヶ所）・・・・・・・・・・・・・・・・・６００万円

■議案第５６号（一般会計補正予算第６号）

　○債務負担行為補正

　（１）収納管理システム改修委託事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・１９０万１千円

　（２）皇子原公園・林業野外活動施設管理運営委託事業・・・・・・・・３，２１０万３千円

　（３）御池キャンプ村管理運営委託事業・・・・・・・・・・・・・・・２，１４１万７千円

　（４）外国語指導業務委託事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１，５６４万２千円

　
今
後
も
確
実
に
人
口
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
い
か
に
若
者
の
町
外
へ

の
流
出
を
食
い
止
め
る
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
端
的
に
言
え
ば
若
者
の
定
住
と
子

育
て
支
援
を
ど
う
す
る
か
だ
と
思
い

ま
す
。

　
他
の
市
町
村
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

早
い
時
期
で
の
大
胆
な
方
策
が
必
要

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
私
達
議
会
も
、
よ
り
活
発
な
議
会

活
動
を
視
野
に
高
原
町
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
て
か
ら
節
目
と
な
る
５

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
町
民
皆
様
へ
の
情
報

の
提
供
や
意
見
交
換
を
積
極
的
に
行

い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を

担
う
議
会
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
傍
聴
に
も
是
非
お
い
で
下

さ
い
。

　
最
後
に
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
確
実
に
人
口
が
減
少
し
て

い
く
中
で
、
い
か
に
若
者
の
町
外
へ

の
流
出
を
食
い
止
め
る
か
が
大
き
な

課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
端
的
に
言
え
ば
若
者
の
定
住
と
子

育
て
支
援
を
ど
う
す
る
か
だ
と
思
い

ま
す
。

　
他
の
市
町
村
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
、

早
い
時
期
で
の
大
胆
な
方
策
が
必
要

か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

　
私
達
議
会
も
、
よ
り
活
発
な
議
会

活
動
を
視
野
に
高
原
町
議
会
基
本
条

例
を
制
定
し
て
か
ら
節
目
と
な
る
５

年
目
を
迎
え
ま
す
。

　
今
後
、
更
に
町
民
皆
様
へ
の
情
報

の
提
供
や
意
見
交
換
を
積
極
的
に
行

い
、
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を

担
う
議
会
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果

た
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
議
会
の
傍
聴
に
も
是
非
お
い
で
下

さ
い
。

　
最
後
に
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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　○諸費

　　過年度分町税等償還金　他２件・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１０３万３千円

　○賦課徴収費

　　収納管理システム改修委託　他１件・・・・・・・・・・・・・・・・・・２２４万７千円

　○畜産業費

　　高原町和牛ブランド確立対策事業補助金・・・・・・・・・・・・・・・・・・１２４万円

　

　○農地費

　　農地耕作条件改善事業湯之元地区（暗渠排水工事）・・・・・・・・・・・・・３５０万円

　　県営農業農村整備実施計画策定事業負担金・・・・・・・・・・・・・・・・・２５６万円

　

　○土地改良費

　　県単独土地改良事業調査計画策定（祓川地区）・・・・・・・・・・・・・・・４２０万円

　○教育総務費

　　・教材備品購入費（ＩＣＴ機器整備）・・・・・・・・・・・・・・・・・６８９万９千円

　　・学校管理費

　　　　各小学校施設修繕費・・・・・・・・・１４０万円

　　　　各小学校樹木伐採事業・・・・・・・９７万６千円

　　　　各小学校ブロック塀改修工事・・・１，９４４万円

　　・学校管理費

　　　　後川内中学校施設修繕費・・・・・・４８万１千円

　　　　後川内中学校ブロック塀改修工事・・・７３６万円

　　・公民館費

　　　　越農業構造改善センター改修工事・・・・・・・・・・・・・・・・・１，１００万円

　○公共土木施設災害復旧費（現年災害）

　　・公共土木施設災害復旧工事（３ヶ所）・・・・・・・・・・・・・・・・８７６万３千円

■議案第５８号（一般会計補正予算第７号）

　○農業振興費

　　・負担金補助金及び交付金

　　　　経営体育成支援事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・１７０万７千円

　○林業振興費

　　・負担金補助金及び交付金

　　　　鳥獣被害防止総合対策事業・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・５５万２千円

■農業委員会の委員の任命 岡元良農夫　氏

▲改修を要するブロック塀
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ここが聞きたい　　　問＆答

る
中
で
い
か
に
行
政
経
費
を
抑

え
て
い
く
か
も
考
慮
し
た
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
に
極
力
影
響
が
な

い
よ
う
に
と
い
う
と
こ
ろ
も
考

え
た
。

○
子
育
て
し
や
す
い
環
境
の
整

備
を
！

問　
幼
保
無
償
化
に
つ
い
て
、

地
方
に
財
政
負
担
を
求
め
る
内

閣
府
方
針
に
つ
い
て
ど
う
考
え

る
か
？

答　
町
村
長
大
会
に
お
い
て
、

「
国
の
責
任
に
お
い
て
、
町
村

に
新
た
な
財
政
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
必
要
な
財
源
を
確
保
す

る
こ
と
」
を
、
国
へ
の
重
点
要

望
と
し
て
決
議
し
、
国
に
強
く

要
望
を
行
っ
た
。

問　
子
ど
も
の
医
療
費
の
一
部

助
成
に
つ
い
て
、
西
諸
地
域
で

最
も
住
民
に
手
厚
い
方
向
で
窓

口
負
担
額
を
統
一
で
き
な
い
か
？

答
　
施
策
的
な
も
の
も
あ
り
、

め
、
予
防
接
種
費
用
の
助
成
を

検
討
で
き
な
い
か
？

答　
予
防
接
種
を
委
託
し
て
い

る
西
諸
医
師
会
、
小
林
市
、
え

び
の
市
と
も
検
討
し
て
参
り
た

い
。

問　
風
疹
の
流
行
を
受
け
、
任

意
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
の
助

成
が
進
ん
で
い
る
。
本
町
は
？

答　
国
の
方
針
に
基
づ
き
対
応

を
図
っ
て
い
く
。

○
通
学
路
へ
の
街
灯
設
置
を
早

急
に
！

問　
通
学
路
の
危
険
箇
所
調
査

の
現
状
は
？

答　
昼
間
の
時
間
帯
に
学
校
や

民
生
委
員
の
方
か
ら
の
報
告
を

も
と
に
現
地
調
査
を
実
施
し
て

い
る
。

問　
昨
年
９
月
か
ら
必
要
性
を

述
べ
て
い
る
通
学
路
の
街
灯
設

置
が
い
ま
だ
進
ん
で
い
な
い
が
。

答　
教
育
委
員
会
の
方
で
早
急

○
役
場
の
組
織
改
編
は
必
要
？

問　
財
政
状
況
が
厳
し
く
な
っ

て
い
く
中
、
来
年
度
の
予
算
編

成
に
あ
た
り
、
行
政
経
費
の
見

直
し
、
経
費
削
減
と
い
う
点
に

つ
い
て
ど
う
臨
ん
で
い
る
か
。

答　
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
町

の
行
政
運
営
、
財
政
運
営
に
つ

い
て
、
あ
ら
ゆ
る
面
か
ら
の
全

て
の
見
直
し
が
必
要
だ
と
考
え

て
い
る
。

問　
組
織
編
成
を
見
直
す
に
あ

た
り
、
ど
の
よ
う
な
点
を
第
一

に
考
え
る
か
。

答　
雇
用
創
出
を
第
一
に
考
え

た
。
財
源
が
厳
し
く
な
っ
て
い

に
夜
間
の
調
査
を
す
る
。
そ
の

中
で
必
要
性
を
判
断
す
る
。

○
景
観
条
例
の
策
定
を
早
急
に
！

問　
農
村
景
観
を
守
る
視
点
か

ら
景
観
条
例
の
策
定
を
検
討
す

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
進

捗
は
？

答　
他
市
町
村
の
条
例
を
参
考

に
し
な
が
ら
県
都
市
計
画
課
と

協
議
を
行
っ
て
お
り
、
早
期
の

条
例
策
定
を
行
い
景
観
の
維
持

に
努
め
て
参
り
た
い
。

○
効
果
検
証
を
踏
ま
え
た
予
算

計
上
を
！

問　
観
光
費
等
の
予
算
計
上
に

関
し
、
広
域
連
携
に
つ
い
て
の

基
本
的
な
考
え
方
は
？

答　
圏
域
の
よ
り
独
自
性
の
あ

る
取
組
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、
今
後
も
、

連
携
し
た
取
組
を
実
施
し
な
が

ら
、
広
域
的
な
観
光
推
進
体
制

の
確
立
に
よ
り
「
稼
ぐ
力
」
を

引
き
出
す
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
検
討
・
協
議
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
律
に
は
な
か
な
か
な
ら
な
い

部
分
が
あ
る
。
一
方
で
医
師
会

と
し
て
は
揃
え
て
欲
し
い
と
い

う
要
望
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

２
市
１
町
で
話
を
し
た
い
。

○
検
診
受
診
者
へ
の
乳
腺
密
度

の
通
知
を
！

問　
乳
が
ん
検
診
後
、
受
診
者

へ
の
乳
腺
密
度
の
通
知
は
自
己

検
診
の
啓
発
に
資
す
る
一
方
で
、

西
諸
地
域
で
は
本
通
知
が
行
わ

れ
て
い
な
い
。
通
知
の
体
制
を

整
え
て
い
た
だ
き
た
い
が
。

答　
西
諸
地
域
で
は
、
マ
ン
モ

グ
ラ
フ
ィ
と
超
音
波
検
査
を
組

み
合
わ
せ
た
検
査
を
行
な
っ
て

お
り
、
高
濃
度
乳
房
の
通
知
は

現
在
考
え
て
い
な
い
。

○
必
要
性
が
高
い
予
防
接
種
費

用
の
助
成
を
！

問　
受
験
を
控
え
た
中
学
校
３

年
生
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発

症
及
び
重
症
化
を
予
防
す
る
た

一   

問

質

般

町
の
考
え
を
問
う　

一
般
質
問
と
は
、
議
員
が
町
長
な
ど
の
執
行
機
関
に
対
し
、
事
務
の

執
行
状
況
や
将
来
の
方
針
な
ど
に
つ
い
て
、
所
信
や
疑
問
を
た
だ
す
こ

と
、
あ
る
い
は
報
告
や
説
明
を
求
め
る
こ
と
を
言
い
ま
す
。

陣　　圭介 議員

乳
幼
児
の
任
意
予
防
接
種
の
全
額
助
成
は
平
成
31
年
度
か
ら

乳
幼
児
の
任
意
予
防
接
種
の
全
額
助
成
は
平
成
31
年
度
か
ら



宮
崎
県
合
併
浄
化
槽
指
導
要
領
に
基
づ
く
行
政
指
導
を
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ここが聞きたい　　　問＆答

答　
宮
崎
県
の
指
導
要
領
に
基

づ
き
指
導
す
る
。

○
町
道
の
整
備
を

問　
町
の
総
合
計
画
で
は
、
町

道
は
町
民
の
理
解
と
協
力
を
得

な
が
ら
計
画
的
に
整
備
に
努
め

る
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
駅

前
か
ら
並
木
に
至
る
町
道
等
交

通
量
の
多
い
道
路
は
傷
み
方
も

早
い
。
計
画
の
優
先
順
位
に
ど

う
反
映
さ
れ
る
の
か
。

宮
崎
県
合
併
浄
化
槽
指
導
要
領
に
基
づ
く
行
政
指
導
を

問　
合
併
浄
化
槽
の
排
水
使
用

料
と
し
て
、
高
千
穂
土
地
改
良

区
に
こ
れ
ま
で
年
間
６
０
０
０

円
支
払
っ
て
き
た
。
昨
年
。
県

の
指
導
要
領
に
基
づ
き
道
路
の

側
溝
に
排
水
す
る
場
合
は
対
象

外
に
な
る
こ
と
を
指
摘
し
、
改

良
区
と
協
議
を
行
っ
て
き
た
。

そ
の
結
果
、
改
良
区
か
ら
該
当

し
な
い
と
の
回
答
が
あ
り
、
契

約
の
解
約
を
行
っ
た
。
し
か
し
、

今
年
は
使
用
料
の
請
求
書
が
送

ら
れ
て
き
た
。
町
内
で
は
他
の

改
良
区
で
は
使
用
料
は
取
っ
て

お
ら
ず
、
町
民
の
間
に
不
公
平

が
生
じ
て
い
る
。
高
千
穂
土
地

改
良
区
へ
県
の
規
定
に
基
づ
き

行
政
指
導
を
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

中村 　   昇 議員

○
公
営
住
宅
管
理
条
例
改
定
の

対
応
は

問　
主
な
改
正
点
に
つ
い
て
全

国
で
保
証
人
を
確
保
で
き
ず
、

公
営
住
宅
に
入
居
で
き
な
い
事

態
が
発
生
し
問
題
と
な
り
、
今

回
保
証
人
の
義
務
付
け
は
行
わ

な
い
と
し
て
い
る
が
。

答　
条
例
の
改
正
は
し
な
い
が
、

特
別
の
事
情
が
あ
る
と
認
め
る

者
に
つ
い
て
は
保
証
人
は
付
け

て
い
な
い
場
合
も
あ
る
。

問　
家
賃
の
減
免
に
つ
い
て「
民

生
部
局
」
と
も
連
携
し
、
収
入

等
の
状
況
や
事
情
を
十
分
に
把

握
し
た
う
え
で
、
適
切
に
行
う

こ
と
が
必
要
と
追
記
し
て
い
る

が
。

答　
現
在
、
町
民
福
祉
課
と
連

携
し
て
対
応
し
て
い
る
。

問　
入
居
者
条
件
の
説
明
中
に

例
示
さ
れ
て
い
た
「
国
税
、
地

方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
」

の
記
載
を
削
除
さ
れ
た
が
、
ど

う
考
え
る
か
。

答　
改
正
を
尊
重
し
な
が
ら
、

柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

町道二葉並木線

,

答　
二
葉
・
並
木
線
は
都
市
計

画
道
路
と
位
置
付
け
て
あ
り
、

通
常
の
補
助
事
業
で
対
応
で
き

な
い
が
、
ひ
び
割
れ
等
の
激
し

い
箇
所
は
補
修
工
事
を
実
施
し

た
。
今
後
は
通
学
路
で
も
あ
り
、

歩
道
整
備
を
含
め
た
整
備
が
で

き
な
い
か
検
討
し
た
い
。

○
広
原
十
文
字
交
差
点
に
信
号

機
を

問
　
町
長
は
６
月
議
会
で
信
号

機
設
置
が
進
展
し
て
い
な
い
と

述
べ
、
今
後
も
県
警
本
部
へ
要

望
し
て
い
く
と
答
弁
さ
れ
て
い

る
。
日
本
共
産
党
が
行
っ
た
対

県
交
渉
で
も
要
望
し
た
が
、
県

警
は
設
置
が
難
し
い
点
と
し
て

①
信
号
機
が
近
接
す
る
②
急
カ

ー
ブ
で
あ
る
③
車
両
の
離
合
が

で
き
な
い
な
ど
の
説
明
が
あ
っ

た
が
、
県
警
本
部
の
み
だ
け
で

な
く
、
ま
ず
、
町
が
交
差
点
付

近
の
車
の
離
合
が
で
き
る
よ
う

に
町
道
の
改
良
を
行
う
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

答　
信
号
機
設
置
の
た
め
に
町

道
、
県
道
の
改
良
な
ど
早
急
に

策
定
す
る
。

○
病
児
保
育
を

問　
町
で
は
病
後
児
保
育
の
み

を
す
す
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

保
育
所
で
は
隔
離
部
屋
な
ど
の

専
用
ス
ペ
ー
ス
を
持
ち
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
で
も
対
応
で
き

る
よ
う
な
施
設
に
な
っ
て
い
る
。

病
児
保
育
は
せ
ず
、
回
復
期
だ

け
の
病
後
児
保
育
で
は
働
く
お

母
さ
ん
た
ち
の
期
待
に
十
分
応

え
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

答　
病
児
保
育
事
業
の
実
施
は

検
討
し
た
い
。
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ここが聞きたい　　　問＆答

老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
を
!!

老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
を
!!

益本    一博 議員

問　
国
の
調
査
で
は
、
「
相
談

や
世
話
を
し
あ
う
親
し
い
友
人

が
い
る
か
」
と
い
う
問
に
高
齢

者
の
25
・
9
％
が「
い
な
い
」と

回
答
し
て
い
る
。
隣
人
と
の
会

話
も
な
く
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

っ
て
も
我
慢
し
て
不
便
な
生
活

を
し
て
い
る
高
齢
者
が
多
い
。

答　
高
齢
者
の
外
出
と
交
流
を

促
す
た
め
に
、町
内
各
地
で「
茶

飲
み
場
」「
１
０
０
歳
体
操
」「
お

話
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
等
を
実

施
し
て
い
る
。
ま
た
、
配
食
サ

ー
ビ
ス
に
よ
る
見
守
り
活
動
も

行
っ
て
い
る
。

問　
高
齢
者
が
増
え
て
い
る
の

に
老
人
ク
ラ
ブ
の
会
員
が
減
少

し
て
い
る
。
老
人
ク
ラ
ブ
の
存

在
は
重
要
だ
。
ど
う
育
成
す
る

の
か
。

答　
町
内
老
人
ク
ラ
ブ
は
22
ク

ラ
ブ
、
会
員
は
７
３
８
人
。
今

後
、
高
齢
者
が
健
康
で
住
み
よ

い
地
域
を
創
る
た
め
に
、
会
員

増
強
、
活
性
化
に
向
け
て
積
極

的
に
支
援
す
る
。

問　
家
に
引
き
こ
も
り
、
他
人

と
交
わ
ら
ず
、
孤
独
な
生
活
を

し
て
い
る
高
齢
者
が
い
る
。
高

齢
者
世
帯
の
う
ち
、
４
世
帯
に

１
世
帯
が
「
独
居
世
帯
」
と
い

う
。
孤
独
死
に
つ
な
が
る
こ
と

が
心
配
だ
。
行
政
と
地
域
が
協

力
し
、
高
齢
者
を
見
守
り
、
地

域
の
情
報
を
共
有
す
る
事
が
重

要
だ
。

答　
行
政
、
区
、
班
民
生
児
童

委
員
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
見
守

り
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

を
配
置
す
る
予
定
。

問　
若
い
会
員
が
喜
ん
で
参
加

す
る
事
業
の
工
夫
が
必
要
だ
。

答　
就
労
年
齢
の
高
齢
化
、
生

活
環
境
の
変
化
、
人
間
関
係
の

希
薄
化
等
も
要
因
。
老
人
ク
ラ

ブ
と
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
い
組

織
づ
く
り
を
後
押
し
す
る
。

問　
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
と
い
う

名
前
に
違
和
感
が
あ
る
。
名
前

を
考
え
る
こ
と
も
大
切
だ
。

答　
他
の
自
治
体
で
名
称
の
変

更
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
意
見

を
聞
き
、
方
法
等
を
検
討
す
る
。

問　
老
人
ク
ラ
ブ
の
新
規
加
入

者
が
少
な
い
。
会
員
の
考
え
方

に
差
が
あ
る
。
若
い
会
員
の
た

め
の
事
業
を
考
え
て
い
く
こ
と

も
重
要
。
町
・
教
委
・
地
域
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
ス
ポ
ー
ツ
愛

好
団
体
等
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

不
可
欠
だ
。

答　
高
齢
の
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
、

若
い
会
員
に
は
ゴ
ル
フ
や
軽
い

ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
の
愛
好
グ

ル
ー
プ
等
の
組
織
化
も
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
開
設
等
も
有
効
と
思
う
。

問　
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は

役
員
の
担
い
手
が
少
な
い
。
早

急
な
人
材
育
成
が
必
要
だ
。

答　
老
人
ク
ラ
ブ
と
一
緒
に
リ

ー
ダ
ー
養
成
講
座
等
を
検
討
す

る
。

問　
地
域
で
、
自
助
・
共
助
の

老
人
ク
ラ
ブ
の
組
織
強
化
と
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
が
重
要
。

地
域
の
情
報
を
持
っ
て
い
る
の

は
「
老
人
ク
ラ
ブ
」
だ
。
公
的

な
サ
ー
ビ
ス
だ
け
で
な
く
、
地

域
で
の
「
支
え
合
い
」
や
「
助

け
合
い
」
の
充
実
が
重
要
だ
。

答　
健
康
、
友
愛
、
奉
仕
（
三

大
運
動
）
を
柱
に
、
シ
ニ
ア
パ

ワ
ー
を
生
か

し
た
社
会
参

加
活
動
を
実

践
す
る
。

▲老人クラブ運動会の様子



神
武
天
皇
の
胸
像
を
皇
子
原
公
園
に
建
立
を
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ここが聞きたい　　　問＆答

神
武
天
皇
の
胸
像
を
皇
子
原
公
園
に
建
立
を

温谷    文雄 議員

問　
神
武
天
皇
は
、
皇
子
原
で

お
生
ま
れ
に
な
り
、
や
が
て
日

本
統
一
さ
れ
初
代
天
皇
と
な
ら

れ
た
。
神
武
天
皇
は
、
高
原
町

民
で
あ
り
栄
誉
を
祝
す
る
た
め

お
生
ま
れ
の
地
に
胸
像
の
建
立

を
。

答　
民
間
の
方
が
皇
子
原
公
園

の
近
隣
地
に
神
武
天
皇
の
胸
像

を
建
立
し
て
お
り
考
え
て
い
な

い
。

○
町
内
小
中
学
校
の
統
廃
合
に

つ
い
て

問　
２
年
後
、
高
原
小
学
校
を

除
く
小
学
校
は
ク
ラ
ス
に
よ
っ

て
は
複
式
学
級
に
な
る
。
平
成

22
年
、
町
内
全
地
域
か
ら
37
名

の
方
が
述
べ
７
回
の
会
議
を
行

い
、
平
成
25
年
度
か
ら
町
内
の

小
中
学
校
は
統
廃
合
す
べ
き
で

あ
る
と
の
答
申
を
し
て
い
る
。

複
式
学
級
な
る
と
児
童
や
保
護

者
の
為
に
も
不
安
を
払
拭
す
る

た
め
指
針
を
示
し
て
欲
し
い
。

答　
今
後
、
地
域
住
民
や
児
童

生
徒
の
保
護
者
の
声
を
伺
い
な

が
ら
、
平
成
31
年
度
か
ら
新
し

い
学
校
の
在
り
方
を
含
め
た
統

廃
合
の
検
討
を
進
め
る
。

○
町
道
二
葉
村
移
線
の
工
事
再

開
に
つ
い
て

問
　
当
該
路
線
は
、
途
中
で
工

事
が
長
年
ス
ト
ッ
プ
し
て
い
る
。

道
路
は
繋
が
っ
て
こ
そ
機
能
を

果
た
す
。
地
権
者
の
同
意
も
得

ら
れ
る
と
聞
く
が
工
事
の
再
開

は
。

答　
平
成
28
年
度
か
ら
、
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

作
業
を
実
施
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ

と
の
協
議
や
総
合
評
価
を
行
い
、

都
市
計
画
の
変
更
手
続
き
を
得

て
財
源
等
を
見
据
え
な
が
ら
事

業
再
開
に
取
り
組
む
。

▲複式学級の授業の様子

▲町道二葉村移線
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ここが聞きたい　　　問＆答

○
災
害
対
策
に
つ
い
て

問　
台
風
24
号
に
よ
る
被
害
状

況
と
対
策
に
つ
い
て
。

答　
農
水
産
業
関
連
、
公
共
土

木
施
設
関
連
、
林
業
関
連
で
大

き
な
被
害
が
出
た
所
で
す
が
、

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
も
と

に
早
期
復
旧
に
努
め
て
行
き
ま

す
。

問　
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た

風
倒
木
に
よ
る
２
次
災
害
の
対

策
に
つ
い
て
。

答　
森
林
の
管
理
に
つ
い
て
は
、

森
林
、
林
業
基
本
法
第
９
条
で

所
有
者
が
適
切
に
管
理
す
る
よ

う
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
今
回

の
風
倒
木
に
つ
い
て
は
、
処
理

に
難
し
い
事
案
も
想
定
さ
れ
関

係
機
関
や
事
業
者
等
と
連
携
を

図
り
対
応
し
て
い
く
。

○
農
政
に
つ
い
て

問　
集
落
営
農
組
合
の
法
人
化

○
移
住
・
定
住
対
策
に
つ
い
て

問　
町
長
は
、
選
挙
公
約
の
中

で
狭
野
地
区
に
町
営
住
宅
を
掲

げ
ら
れ
た
が
今
後
の
計
画
は
。

答　
公
約
の
具
体
的
な
実
施
に

つ
い
て
は
、
現
在
進
め
て
い
る

事
業
の
効
果
を
検
証
し
な
が
ら

私
の
任
期
中
に
計
画
し
た
い
。

問　
広
原
地
区
の
住
宅
建
設
の

整
備
進
捗
状
況
と
今
後
の
計
画

は
。

答　
平
成
31
年
に
住
宅
２
棟
の

建
設
工
事
に
着
手
す
る
予
定
で

す
。
後
は
財
政
状
況
等
を
見
な

が
ら
年
次
的
に
整
備
し
て
い
く

計
画
で
す
。

に
向
け
て
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

答　
現
在
任
意
の
組
織
で
は
、

事
業
展
開
上
の
問
題
が
あ
り
、

法
人
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。
地
域
農

業
が
抱
え
て
い
る
問
題
解
決
に

向
け
地
域
の
特
性
を
生
か
し
た

事
業
の
展
開
が
重
要
と
考
え
て

い
る
。

問　
中
山
間
等
直
接
支
払
い
交

付
金
に
つ
い
て
。

答　
こ
の
交
付
金
は
、
受
託
作

業
や
水
路
維
持
管
理
、
地
域
文

化
の
継
承
等
多
岐
に
渡
り
活
用

さ
れ
て
い
る
が
平
成
31
年
度
を

も
っ
て
４
期
対
策
が
終
了
す
る

予
定
で
す
。
５
期
対
策
が
不
透

明
な
中
、
何
ら
か
の
対
策
を
取

る
時
期
に
来
て
お
り
持
続
可
能

な
手
法
へ
の
切
り
替
え
を
促
し

て
い
る
。

反田　吉已 議員

台
風
24
号
に
よ
る
被
害
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

台
風
24
号
に
よ
る
被
害
状
況
と
対
策
に
つ
い
て

▲台風２４号による倒木被害

台台



◎調 査 地・・・山形県河北町　人口１８，７１６人

１）調査事項　

　①公共交通について　　　　　　　　

　　・９人乗りのワゴン型車両２台を交通事業者に運転業務を

　　　委託。

　　・免許証自主返納者に対し、路線バス1年分の定期券発行。

　　　（希望すれば、１年ごとに更新可能）

　　・支出１,８７１万９千円（委託料、増便で９月補正有）、収入１７８万円

　②議会活性化への取り組みについて

　　・議会基本条例の見直しについて

　　・高校生議会開催について

２）考　　察

　　　民営のバスが減少し、町民の足を確保するため、町営のバスを運行していた。利用者は、

　　主に運転免許証を返納した老人や高校生と聞いた。

　　　１８歳から投票権が発生したことで高校生議会を実施していた。

先進地に学ぶ  委 員 会 行 政 調 査

調査日・・・平成３０年１０月２９日〜３１日

議会だより No.669

総務経済常任委員会

◎調 査 地・・・飯豊町　人口７，１９５人

１）調査事項　

　①農業の現状と課題について

　　・町の８４％が山林、田園散居集落、農地面積は２，２４０ｈa

　　・主な農産物

　　　（水稲、畜産、アスパラガス・花き・ミニトマト・いちご）

　　　※米沢牛の４割を飯豊町で肥育

　　・耕作放棄地再生について

　　　　道の駅付近の荒れ地を利用し、そばを栽培、収穫振る舞いや販売をしていた。

　　・新規就農について

　　　　東京で行われる、新規就農希望者への情報提供と研修生募集

　②定住・移住政策について

　　・ふるさと定住いいですね条例（定住奨励支援）

　　・住宅団地整備

　　・飯豊型エコハウス等

　③デマンド交通について

　　・導入の経緯、システム、交通運行実施体制、利用料等について

２）考　　察

　　・「日本で最も美しい村連合」に加盟し遠くに飯豊山を望む盆地である。

　　・親元就農者と新規就農者との違いは、親元就農者は、水稲、肉用牛、野菜がほとんどである

　　　が新規就農者は花き、野菜であり労働の集約型で初期投資の少ない作物を選ぶとのこと。

　　・デマンド交通は、社会福祉協議会が運営していた。

　　・議会が関与しない為、ダイヤ改正等がスムースにできるとのこと。

かほく

いいで
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先進地に学ぶ  委 員 会 行 政 調 査

調査日・・・平成３０年１１月１４日〜１６日文教厚生常任委員会
◎調 査 地・・・埼玉県　皆野町　人口９，８９８人

１）調査事項　

　①子育て支援について

　　・出産褒賞金･･･第１子３万円、第２子５万円、第３子１０

　　　万円を支給

　　・給食費の助成･･･小中学校に３人以上の子供が就学してい

　　　る場合、年少者の２名以外の子供の給食費を免除している。　

　②人材育成について（皆野っ子学力推進事業等）

　　・自主学習ノート･･･アンケートを実施結果、学習時間が１時間程度であったことから、学習

　　　習慣の動機づけということで小中学生に各１冊ずつ配布している。年間５冊まで。

　③学校統廃合について･･･以前小学校は６校、中学校５校あった、現在小学校３校、中学校１校

　　に統合されている。

２）考　　察

　　　皆野町では予算規模が少ない中、子育て支援や包括支援事業を健康づくり担当の保健師５

　　名で行っており、電話を受けると相手が分かる関係にあり横の連携がスムーズに出来ており、

　　子育て事業が充実していると感じた。学校統廃合に向けては反対する地区もあったが、積極

　　的に進めていく人が地域にいて特に大きな問題にはならなかったそうである。

◎調 査 地・・・埼玉県　寄居町　人口３３，８４３人

１）調査事項　

　①子育て支援について

　　・子育て支援給付金支給事業･･･第１子２万円、第２子３万円、第３子以降

　　　５万円。（第３子以降予算の一部、埼玉県多子世帯応援クーポン事業を活用）

　　・絵本支給事業･･･出生児１人につき絵本１冊支給。

　②健康づくりについて

　　・よりいスマイルポイント事業･･･毎日の健康づくりに取り組むごとにポイントを付与し、

　　　５０ポイントごとに全員に５００円分の買い物券又は図書カードを贈呈。１００ポイント

　　　達成者には抽選会を実施し、米などの記念品を贈呈。

　　・よりいプラス１０００歩運動･･･通信機能付の活動量計を配布し役場などで読み取る。平均

　　　歩数を開始月と終了月で比較結果、歩数が３年連続増加、運動習慣の改善が見られた。

　③議会広報紙について

　　・全国町村議会議長会広報発行コンクールにおいて、平成２９年度に最優秀賞を獲得。読ま

　　　れる議会だよりづくりを進めている。

２）考　　察

　　・寄居町はホンダ寄居工場があり従業員約２０００名、今後狭山工場が閉鎖され、約４６００名

　　　が寄居工場に集約される予定である。役場庁舎は７階建てであり、庁舎の中は住民各種手

　　　続きがワンストップでできるように住民係の窓口で子育て支援の手続きが行われるような

　　　レイアウトになっていた。

　　・平成３１年度に庁舎の７階のスペースを改装し子育て世代包括支援センター立ち上げる。

　　・保健師を本庁舎に集約するなど、保健師が動きやすい体制がとられていた。

みなの

よりい
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平成30年　第５回定例会議議決結果

「○」：賛成、「●」：反対、「除」：除斥、「棄」：棄権、「欠」：欠席

同　　意
第 ４ 号

承　　認
第 ６ 号

議　　案
第４９号

議　　案
第５０号

議　　案
第５３号

議　　案
第５４号

議　　案
第５５号

議　　案
第５７号

農業委員会の委員の任命について

議　　案
第４６号

医療行為等における損害賠償の額を定めることについて

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠●○○○○○○○

−欠●○○○●○○○

−○●○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠○○○○○○○○

−欠●○○○○○○○

同
意

承
認

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

可
決

−欠○○○○○○○○可
決

−○○○○○○○○○
継
続
調
査

閉
会
中
の

可
決

議案番号 件　　　　　　名
議決

結果

⑧
陣   

圭
介

③
北
迫   
泉

⑥
反
田
吉
已

④
中
村   
昇

⑤
温
谷
文
雄

①
益
本
一
博

②
松
元
茂
春

⑨
清
水
公
雄

⑦
入
佐
廣
登

⑩
宮
司

専決処分について（専決第７号）
平成３０年度高原町一般会計補正予算（第５号）

高原町手数料条例の一部を改正する条例

議　　案
第４８号

議　　案
第５１号

議　　案
第５２号

一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条
例

特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例の一部を
改正する条例

議会の議員の議員報酬・費用弁償及び期末手当に関す
る条例の一部を改正する条例

平成３０年度高原町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第２号）

課設置条例等の一部を改正する条例

高原町畜産振興資金貸付基金条例

字の区域の変更について

議　　案
第５６号

−○○○○○○○○○可
決平成３０年度高原町一般会計補正予算（第６号）

災害弔慰金の支給等に関する条例の一部を改正する条
例

議　　案
第４７号

特別職の職員で常勤の者の給与に関する条例及び町長
等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例

議　　案
第５８号

−○○○○○○○○○可
決平成３０年度高原町一般会計補正予算（第７号）

議会運営委員会の閉会中の所掌事務調査の件

陳　　情
第 ２ 号

−●●●●●○●●●
不
採
択

後期高齢者の医療費窓口負担について、原則１割負担
の継続を求める意見書を国に提出することを求める陳情

陳　　情
第 ３ 号

−●●●●●○●●●
不
採
択

介護従事者を確保するために実効性のある対策を講じる
ことを求める意見書を国に提出することを求める陳情

発　　議
第 １ 号

−○○○○○○○○○可
決

幼保無償化に係る財源を国の責任において確保すること
を求める意見書（案）
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茶飲み場 茶飲み場 

◇
も
う
す
ぐ
﹁
平
成
﹂
が
終
わ
り
、

新
し
い
元
号
に
変
わ
り
ま
す
。
平

成
の
30
年
間
は
、
日
本
に
と
っ
て

大
変
な
時
代
で
し
た
。
◇
地
震
・

豪
雨
・
台
風
等
の
自
然
災
害
が
日

本
各
地
で
発
生
し
、
い
ま
だ
に
多

く
の
人
が
避
難
生
活
を
お
く
っ
て

い
ま
す
。
◇
ま
た
、
政
治
的
に
も

大
き
く
変
化
の
あ
っ
た
時
代
で
し

た
。
政
権
が
目
ま
ぐ
る
し
く
入
れ

替
わ
る
な
か
で
、
消
費
税
は
3
％

か
ら
8
％
に
ふ
く
れ
あ
が
り
、
今

年
の
10
月
か
ら
は
10
％
に
な
り
ま

す
。
苦
し
い
財
政
の
中
、
福
祉
対

策
が
大
き
く
進
み
ま
し
た
。
◇
世

界
で
は
、
東
西
の
冷
戦
が
終
わ
り

﹁
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
﹂
が
叫
ば
れ

る
中
、
ま
だ
多
く
の
国
で
戦
争
や

内
戦
が
続
い
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の

環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

◇
新
し
い
時
代
が
、
平
和
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
時
代
に
な
る
こ

と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

                    

︵
益
本 

一
博
︶

編
集
後
記

鹿
児
山
地
区
茶
飲
み
場

シリーズ⑦

いつも大勢の参加でにぎわう
料理・茶菓子をつまみ　はずむ会話

　

毎
回
、
13
人
～
15
人
の
ほ
ぼ
同
じ
顔
が
そ
ろ
う
。
１
０
０
歳
体
操
が
終
わ
る
と
、

持
ち
寄
っ
た
お
菓
子
や
手
作
り
の
漬
物
な
ど
を
食
べ
な
が
ら
、
う
わ
さ
話
や
思
い
出

話
に
花
が
咲
く
。
「
じ
ゃ
ね
ど
ー
」
「
じ
ゃ
っ
と
や
ー
」
「
ち
ご
ど
ー
」
と
昔
の
高

原
の
言
葉
が
飛
び
交
い
、
笑
い
が
絶
え
な
い
。
温
か
い
雰
囲
気
と
ゆ
っ
た
り
と
し
た

時
間
は
、
寿
命
を
大
き
く
延
ば
し
て
く
れ
そ
う
な
気
が
す
る
。
い
つ
ま
で
も
元
気
で

と
願
う
気
持
ち
に
な
る
。

　

地
域
に
は
ま
だ
ま
だ
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
多
く
な
っ
て
い
る
。
男
性
の
積

極
的
な
参
加
と
、
も
っ
と
人
数
が
増
え
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

「
じ
ゃ
ね
ど
ー
」 「
じ
ゃ
っ
と
や
ー
」 

？
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